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取組のポイント 地域住民が多文化共生の重要性を認識し、外国人住民を地域社会の一員として受け入れるための環境づくりを目指す

令和5年度「外国人住民と共に創る未来かがわ事業」　※（一財）自治体国際化協会助成事業

＜内　容＞
外国人住民がもたらす多様性・異文化の力を地域の活性化に積極的に活用し、日本人と外国人が協働し、多文化共生のまちづくりを促進する。多様な国籍、背景を持った外国人が一
同に会する「外国人住民会合」を開催し、香川県が直面する諸課題に共に取り組む姿を通して、真の多文化共生社会の在り方を広く発信する。

＜主な取組＞
①外国人住民、国際交流関係者、外国人支援者等を交えた多文化共生交流会を開催し、関係者相互の連携を強化。（全5回）
②県内在住の外国人を対象に、まちづくりの参考となる県内各地の地域資源を視察するツアーを実施。（全3回）
③県内自治体等を対象に、外国人住民代表者会議設置自治体（埼玉県）による講演会を実施。
④外国人住民の知見やノウハウを活用したまちづくりに取り組むため、「外国人住民会合」を開催。

【セッション１】香川の地域資源の活用について
【セッション２】香川県が外国人に選ばれるために必要なものは？

生活支援

小分類 災害時の支援体制の整備

具
体
的
な
取
組
内
容

取組のポイント 外国人地域防災リーダーを育成し、外国人住民の防災対策に関する地域社会全体の意識向上を目指す

令和5年度「外国人住民と共に暮らす香川づくり推進事業」―災害時外国人地域防災リーダー育成研修

＜内　容＞
災害時、外国人に必要な情報を迅速かつ的確に拡散するため、外国人コミュニティで中心的役割を果たしている外国人住民を対象に、災害に関する基礎知識を持ち、情報収集や発信
などの情報伝達を担う外国人地域防災リーダーを育成する。令和6年度は、研修修了者に認定証とビブスを授与し、外国人の参加意欲と地域住民の認知を増やす。

＜実　績＞
◆第1回　　実施日：令和6年2月18日（日）、実施場所：香川国際交流会館・県防災センター、参加者数：25名

講義「①香川県の地勢と災害リスク」「②香川県における災害時の外国人対応」、避難所体験、災害体験
◆第2回　　実施日：令和6年3月3日（日）、実施場所：香川県庁、参加者数：20名

   講義「①防災リーダーに期待される役割」「②総社市における災害時外国人支援の取組について」
ワークショップ「避難所での相談対応と通訳」

大分類 地域活性化の推進やグローバル化への対応

人

小分類 外国人住民との連携・協働による地域活性化の推進・グローバル化への対応

大分類

ベトナム 中国 フィリピン

２．多文化共生に関する活発な取組や、独自性・先進性のある取組の内容

　うち、国籍別上位３ヶ国の
　人数及び国籍名

１位
4,041 人

16,319 人
住民基本台帳人口に

占める割合 1.8

２位
2,973 人

３位
2,472

外国人住民と共に創る未来かがわ事業（地域資源視察ツアー）

総務省　多文化共生アドバイザー

１．基礎情報

ホームページ https://www.pref.kagawa.lg.jp/kokusai/index.html

自治体名 香川県

担当部署名 総務部知事公室国際課

電話番号 087-832-3027

％　　在留外国人数 令和5年7月現在


